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12オ ー ス トリア にお け る 日本 研 究
森 由 美(シ ー ・デ ィ ー ・ア イ)
(1)歴 史的概観
オース トリアにおける日本研究 は、19世 紀中頃、AugustPfizmaierに よって始められた。
彼は、1837年 にPhilipPvonSieboldが オース トリア国立図書館 に寄贈 した約60冊 の本 を基
礎資料 とし、 日本語 ・日本文学の研究を開始し、柳亭種彦の 『浮世形六枚屏風』のドイツ語
訳(1847年 、ウィーンで出版。 日本文学の西欧語への最初の翻訳 といわれている)を 始め、
数々の日本語文献の翻訳を行った。ウィーン大学の言語学者であったAntonBollerは 、
Pfizmaierの これ らの活動に刺激され、日本語研究を開始し、1857年 『ウラルアルタイ語族
に属する日本語の実証的研究』 を出版 した。
しかしなが ら、日本語 ・日本文学の分野 において、これ ら個人 レベルの研究が行われては
いたものの、総合的な日本研究がオース トリアで始 まるのは、第一次世界大戦後まで待たな
くてはな らない。1924年 、 トヤマ ・コウイチ という日本語講師の もとで、 ウィーン大学にお
いて日本語教育が開始 され、また1938年 、三井財閥のi援助 により、同大学に 「日本研究所
(JapanInstitut)が 設立された。この研究所は、人類学者岡正雄 を初代所長 として、その指
導のもとに、人類学の観点から日本文化の研究 を集中的に行おうとするものであったが、第
二次世界大戦 によって大学そのものが閉鎖状態 とな り、同研究所 も1945年 に閉鎖され、1947
年に民族学研究所の一部 として再開、1965年9月1日 、AlexanderSlawik教 授(民 族学)
の努力 により、日本学研究所(lnstitutforJapanologie)と して独立、同時にウィーン大学
に日本研究講座が設立され、ウィーン大学はオース トリアならびに近隣諸国における主要な
日本研究および高等 日本語教育機関 として現在 に至っている。
(2)現 状
前述 したように、現在オース トリアの日本研究の中心 は、ウィー ン大学であるが、近年 日
本に対す る関心の高まりとともに、従来のウィーン経済専門高等学校、市民大学、墺 日協会
のほかに、 リンツ社会 ・経済大学や工科大学でも日本語講座が設けられてお り、またウィー
ン農業大学、ザルツブルグ大学東洋研究所、インスブルック大学などでも研究者レベルで日
本に関心 を持つ者が存在する。またウィー ン民族博物館およびウィーン工芸美術博物館 は、
その充実 した日本 コレクションで名が知 られている。以下 ウィー ン大学 を中心に主な機関に
おける日本研究の現状 を簡単に述べる。
ア ウィーン大学
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(あ)日 本学研究所
(a)位 置づ け
日本学研究所 はウィーン大学の8学 部の一つ人文科学部 を構成する24学 科のうちの一つで
ある。ウイーン大学 にはこのほか翻訳通訳教育研究所(UberseterundDolmetscherausbil-
dung)、 演劇研究所(lnstitutf?Theaterwissenschaft)、 芸術史研究所(lnstitutf?Kunst-
geschichte)、 音楽研究所(lnstitutf?Musikwissenschaft)な どがあ り、 これ らの研究所
でも日本研究のコースが設けられている。翻訳通訳教育研究所は、 日本学研究所 と同じ く、
人文科学部24学 科のうちの一つであるが、同研究所 日本語講座は、日本学研究所で2年 学ん
だ後、試験 を受 けて入学することになってお り、教室 も日本学研究所の ものを使用している
ので非常 に密接な関係にある。
(b)日 本研究の特徴
研究分野 として、社会学、社会 ・経済史、現代 日本文化 ・政治史、日本演劇、日本人の宗
教生活、朝鮮文化、日本語 ・日本文学があげられている。
1965年 より所長 を務め、 ヨーロッパにおける日本学の父 とよばれるAlexanderSlawik教
授(古 代史、アイヌ研究)や 、その後任で、1971年 から1977年 まで所長を務 め、後に西 ドイ
ツのボン大学に転出したJosefKreiner教 授(文 化人類学)の 指導のもとに、従来、文化人
類学的アプローチによる日本研究が行われ、その一環 としてフィール ドワークも重視 されて
きたが(後 述 「阿蘇プロジェクト」参照)、Kreiner教 授の後任 として、1978年SepPLin-
hart教 授(社 会学)が 所長 とな り、現在では文化人類学的アプローチよりもむ しろ社会学
的アプローチによる社会史、現代史の分野の研究が盛 んに行われている。
(c)カ リキュラム
全体的な傾向 として、他のヨーロッパの大学における日本学研究所 と同じ く、会話 よりも
専門のテキス トを 「読む」能力が重視 されており、日本に関する一般的、基礎的知識 の修得
が重んじられている。
学生 は1年 目は週に2-3時 間の日本語教育 を受け、辞書の使用法な どを習 うほかに、一
般的知識の修得のため、日本の地理、宗教、社会、歴史、思想、政治、経済、文学などの入
門書 を学習する。2年 目になると現代文を読本 にする。 日本語のテキス トは、現在ハワイ大
学の ものを使用中であるが、研究所独 自のテキス トが作成 されつつある。漢字の教科書 は
1985年 秋に完成予定である。3年 目、4年 目はゼ ミをとり、専門 コースを選択する。3年 目
の終わ りに学位(Magister:修 士)論 文 のテーマが与 えられ る。1年 間で論文 を書 き上 げ
るのは至難のわざと言われ、4年 間のカリキュラムで修士の学位 を取得する学生は稀である
が、修士号 を授与 された学生 はさらに博士(Doktor)課 程(2年 以上)へ 進むことになる。
その間、文部省の国費留学生や、国際交流基金のスカラシップなどにより、日本へ留学 して
博士論文 を完成するための資料収集が奨励 される。
(d)学 生
1982年 現在、 日本学研究所 に在i籍している学生は約70人 、男女半々 ぐらいである。 これ ら
の学生の中には、日本研究 を主専攻 とするもの、副専攻 とす るものが混在 しているが、前者
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が圧倒的に多い。1984年 の数字では、 これ らの学生のうち大学院コースの学生数 は12名 とな
っている。
学生たちがゼ ミでまとめたレポー トの題 目をあげると次のようなものがある。厂自衛隊に
ついての意見」「サラ リーマンの酒に対する態度」厂流行歌一1938年 」「満洲国移民史」「日本
の独身女性」厂1979年の日本の女性問題」「日本社会 と経済の発達」「工業の構造」「日本学の
歴史」「アイヌの研究」「古代歴史」「さつま隼人」など。総 じて社会 ・政治 ・経済問題 を扱
ったものが多い。
しかしながら日本に関する文献が豊富 にあるにもかかわ らず(日 本学研究所図書館の蔵書
数:日 本語の書籍2万3000冊 、日本語以外 の日本関係 の書籍6000冊)、 学生 は日本語の文献
よりも、 ドイツ語や英語で書かれた文献に頼 りがちで、その傾向はますます強まりつつある
という。この背景 には、学生たちにとって日本語 は修得するのが難 しい言語であること(日
本学研究所では、学期始 めは400人 ぐらいいる日本語 コースの学生が、学期 の終わ りには30
人 ぐらいになるとい う話 もある)、せっか く日本語 を修得しても、就職 の際 の条件 としてほ
とんど役に立たない という現実が横 たわっている。 日系企業が日本語のできる学生を採用し
て くれない という話 もよ く聞かれる。
(e)ス タッフ
1984年 現在 日本学研究所のスタッフは以下の11名(う ち1名 は客員教授)で ある。
所長 ・教授SepPLinhart(社 会学 ・社会史)
名誉教授
客員教授
助教授
講師
AlexanderSlawik(古 代 史 ・アイ ヌ研究)、1971年 停年退職 。
IsaoSuwa(独 日翻 訳)、1983-1985年 。
SangKyongLee(演劇学)
PeterPantzer(歴 史)
MartinKaneko(社 会史)
FleurW?s(宗 教社会学)
TooruBizen(日 本 語教育)
ErichHolubowsky(日 本語教育)
YasushiNishiwaki(日 本語教育)
BarbaraSperl(朝 鮮語教育)
日本および近隣諸国か ら教授 を招聘 し、セ ミナーや講義を依頼するのは、比較的盛んに行
われている。
(f)共 同研究
1968年 か ら69年 にかけ、熊本県阿蘇郡を研究地域 とする 「阿蘇プロジェク ト」 と呼ばれ る
フィール ド研究が、オース トリア と日本の援助によって行われた。 これは日本文化の型の研
究に対 し、学際的な方法論 を適用しようとするもので、村 と国家の中間レベルにおいて研究
が行われ ることになり、阿蘇郡が選ばれた。当時 日本学研究所所長であったSlawikや 研究
所のメンバーであったKreiner、Pauer、Linhartは 、それぞれ 「北部阿蘇渓谷における定
住の歴史」「阿蘇神社の歴史 と文化構造」「農業史 ・農機具」「社会構造 ・土地改革 ・村落合
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併」の研究を行い、Kreiner、Linhart、Pauerは さらに2つ の村落構造のケース ・スタディ
を行った。
日本学研究所 においては現在、Linhart所 長のもとで 「日本社会の高齢化に関する研究」
をテーマに、学際的な共同研究が行われている。 これは社会の高齢化が、 日本の家族制度、
企業、社会福祉な どにどのような影響 を与えるかを明らかにするもので、 日本より早 く高齢
化社会が到来 したオース トリア との比較 という視点 も重要なもの となっている。
(9)刊 行物
定期刊行物 として 『Beitr臠ezurJapanologie』(日 本学論考)が ある。その他の刊行物で
は、1981年 に 『DiechinesischenSchriftzeichenfUrdenallgemeinenGebrauch』(一般利用
のための漢字)が 出版された。
(い)翻 訳通訳教育研究所
日本語(特 に書 き言葉)の できる翻訳専門家の需要が高 まり、1973年 秋、日本語科が設立
された。学生 は最低2年 間、日本学研究所で語学訓練 を受けた後、母国語 と日本語の試験に
合格 した者が入学を許可 される。 ドイツ語の日本語訳、日本語の ドイツ語訳な どのコースが
設置 されてお り、2年 後に学位(学 士)を 取得でき、4年 後に論文を提出すれぼ修士号 を授
与され卒業できる。 日本語科の管理運営上の責任 は日本学研究所の所長にあ り、講義 は日本
学研究所 のHolubowsky講 師が中心 となって担当 している。オース トリア科学 ・研究省 と
日本文部省 との語学教育のための客員教授交換制度 により、 日本か らの客員教授はもっぱら
このコースにポス トが確保 されている。
(う)ウ ィーン大学のその他の研究所
(a)演 劇研究所
東アジアの演劇 のコース(日 本学研究所のLee講 師が担当)が1972年 に設 けられた。
HeinzKindermann教 授(引 退)、AnnaMargaretDietrich教 授 により日本の演劇研究が行
われて きた。国際交流基金 よ り同研究所主催の 「第1回 ヨーロ ッパ歌舞伎会議」(1981年
度)、 「第2回 ヨーロッパ歌舞伎会議」(1983年 度)に 対 して助成が行われている。
(b)芸 術史研究所
アジアの芸術 に関す る講座(ウ ィーン工芸美術博物館極東部主任HerbertFuxが 講師)
が設 けられ、日本芸術史の講座 も1年 おきに設けられている。
(c)音 楽研究所
2年 お きに邦楽のコースが開設される(講 師 はF.Foderrnayer教 授)。
イ ウィーン大学以外の機関
ウィーン農業大学では植物社会学研究所のWolfgangHolzner教 授が日本の植物地理学 を
専攻 し、 リンツ社会 ・経済大学では、FriedrichFurstenberg教 授が社会学研究所で産業社
会学 と日本における産業関係論を中心に講座を開設 している。同大学ではウィーン大学の講
師が非常勤で日本語を教 えてお り、学生は1985年 現在50人 ぐらいである。また工科大学でも
日本語 コースが開設され、建築学を専攻しなが ら日本語を学んだ教師が、コンピュータ技術
者志望の学生などを中心に100人 ぐらいの学生 に日本語を教えている。 これ らの学生は、将
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来 日本研究に従事するわけではな く、最新の 日本の技術を学ぶために日本語を修得しようと
している。 このほかブリギッテナウ市民大学では、国際交流基金の助成の もとに 「今日の日
本文化シンポジウム」(1981年 度)、 「現代日本 の思想セ ミナー」(1982年 度)が 行われた。
ウィーン工芸美術博物館 は、1864年 に設立され、数多 くの浮世絵を所蔵しているほか、 日
本関係では染色型紙、織物、陶器、巻 き物、屏風、家具、漆器、刀剣、彫刻、根付 けのコレ
クションを有 しており総数は約1万 点である。極東部主任HerbertFuxが 管理にあたってお
り、日本美術 に関する目録や論文を発表 している。またウィーン民族学博物館 は1928年 に設
立 された。地域別に8部 門に分かれてお り、 日本 は中国や韓国 と共に東 アジア部門に所属 し
ている。東アジア部長 は1960年 よ りAlfredJanata(民 族学)が 務めて きたが、現在 は
WalterWarthol(民 族学)が 担当している。 日本のコレ!クションはアイヌ関係のもの、沖
縄関係のものを含め1万2000点 以上あり、家財道具、衣裳、鎧兜、美術、工芸品な ど日本人
の日常生活の模様が よく展示されている。 日本の農機具や農村における日常生活の用具の収
集、研究 もウィーン大学 「阿蘇プロジェク ト」のメンバーによって行われた。
ウ 学会
ウィーン大学の研究者を始め、研究者の中には 「ヨーロッパ 日本研究協議会」に所属する
者が多 くJosefKreinerも 前会長を務めている。1981年 度、オース トリアで開催 されたヨー
ロッパ 日本研究者会議の事前会議には、国際交流基金 より同協議会 に対 して助成が行われて
いる。
またオース トリアにおいても1985年 度春 よ り 「オース トリア日本研究者協会」が発足 し
た。会員数は現在約40名 で、月に1回 研究発表会を開催し、協会報の発行 も行 っている。
(3)課 題 と展望
従来オース トリアにおける日本研究は、ウィーン大学において文化人類学的立場か らの学
問的研究が行われて きた。近年 日本に対す る関心の高 まりと共に、ウィー ン大学 のみなら
ず、他大学においても日本語教育が開始され、日本研究グループが形成されつつあり、その
研究対象 も、政治 ・経済 ・社会な ど、現代 日本の状況 を把握 しようとする動 きがみられ、各
大学で学ぶ学生たち も、 日本研究の専門家 となるよりはむしろ、大学で学んだ専門的知識 を
一つの武器 として就職することを望んでいる。
オース トリアの日本研究者のレベルは極 めて高いが、その数 はまだまだ少ないといえる。
今後 はこういった動 きに対 して、スタッフ拡充のための日本語 ・日本研究の優れた講師を日
本から派遣 した り、謝金の助成を行ったり、機関誌等の発行 に対する補助な ど、人的 ・物的
両面から研究のための援助 を行 うことが大切であると思われる。
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